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@
新
会
長 ●

高
井
隆
秀
額
嬬
綜
管
長

鑛鎌．　一1　　　黙軽罪翻圏蟹響茜

　　　京都グランドホテルで開催された理事会・評議員会

　
本
会
の
理
事
会
・
評
議
員
会
が
、
去
る
一
月
三
十

日
午
後
二
時
か
ち
、
京
都
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
た
。
会
議
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
会
長
・

副
会
長
の
推
戴
、
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
の

選
出
、
さ
ら
に
平
成
八
年
度
の
事
業
計
画
案
や
歳

入
・
歳
出
予
算
案
等
が
審
議
さ
れ
た
。

　
　
評
議
員
会

　
議
長
に
若
槻
繁
隆
師
、
議
事
録
署
名
人
に
、
岡
川

秀
映
、
和
田
大
雅
の
両
師
を
選
ん
で
、
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
及
び
監
事

選
出
の
件
」

　
慣
例
に
則
り
、
理
事
・
監
事
の
選
考
委
員
会
を
設

け
、
別
室
で
協
議
の
結
果
、
別
記
の
理
事
及
び
監
事

を
選
出
し
た
。

　
議
案
第
二
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
会
長
及
び
副
会

長
推
戴
の
件
」

　
若
槻
議
長
よ
り
上
程
。
昨
年
の
十
二
月
一
日
に
開

催
さ
れ
た
「
第
二
十
二
期
会
長
・
副
会
長
推
戴
委
貝

会
」
の
結
果
に
基
づ
き
、
別
記
の
通
り
、
会
長
・
副

会
長
の
推
戴
を
議
決
し
た
。

　
議
案
第
三
号
「
平
成
八
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
若
槻
議
長
よ
り
上
程
。
菅
野
総
務
部
長
が
平
成
入

年
度
事
業
計
画
案
を
朗
読
。
原
案
賛
成
の
意
見
が
表

明
さ
れ
た
。

　
議
案
第
四
号
「
平
成
八
年
度
歳
入
歳
出
予
算

　（

ﾄ
）
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
若
槻
議
長
よ
り
上
程
。
鷲
尾
財
務
部
長
が
、
予
算

案
の
詳
細
を
説
明
。
質
疑
応
答
の
後
、
原
案
賛
成
の

意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

　
　
理
事
会

　
杉
谷
義
純
師
を
仮
議
長
に
、
議
事
録
署
名
人
に
松

村
了
昌
、
新
居
祐
政
の
両
師
を
選
ん
で
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
長
及
び
常

務
理
事
選
出
の
件
」

　
浄
土
宗
の
白
幡
憲
佑
師
を
理
事
長
に
選
出
。
白
幡

理
事
長
を
議
長
に
、
別
記
の
常
務
理
事
を
選
出
し

た
。　
議
案
第
二
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
会
長
及
び
副
会

長
推
戴
の
件
」

　
白
幡
議
長
よ
り
上
程
。
昨
年
の
十
二
月
一
日
に
開

催
さ
れ
た
「
第
二
十
二
期
会
長
・
副
会
長
推
戴
委
員

会
」
の
結
果
に
基
づ
き
、
別
記
の
通
り
、
会
長
・
副

会
長
の
推
戴
を
議
決
し
た
。

　
議
案
第
三
号
「
平
成
八
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
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つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
白
幡
議
長
よ
り
上
程
。
菅
野
総
務
部
長
が
平
成
入

年
度
事
業
計
画
案
を
朗
読
。
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。　
議
案
第
四
号
「
平
成
八
年
度
歳
入
歳
出
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
白
幡
議
長
よ
り
上
程
。
鷲
尾
財
務
部
長
が
、
予
算

案
の
詳
細
を
説
明
。
質
疑
応
答
の
後
、
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
五
号
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
義
援
金
支
出

の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
白
幡
議
長
よ
り
上
程
。
鷲
尾
財
務
部
長
が
説
明
、

原
案
通
り
了
承
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項

①
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
救
援
活
動
に
つ
い
て

②
宗
教
法
人
法
改
正
問
題
に
つ
い
て

③
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の
現
況
に
つ
い

　
て
④
各
種
委
員
会
委
貝
の
選
任
に
つ
い
て

⑤
事
務
総
局
各
部
報
告

　
議
案
に
関
す
る
審
議
が
終
了
し
た
後
、
右
記
の
理

事
会
・
評
議
員
会
に
共
通
す
る
報
告
が
、
事
務
総
局

の
各
部
長
（
第
三
号
に
つ
い
て
は
、
川
井
ル
ン
ビ

ニ
ー
委
員
長
）
よ
り
行
わ
れ
た
。

　
　
宗
教
法
人
法
説
明
会

　
理
事
会
・
評
議
員
会
閉
会
後
、
午
後
四
時
半
か
ら

宗
教
法
人
法
の
改
正
に
つ
い
て

　
説
明
す
る
原
克
巳
宗
務
課
長
補
佐

「
宗
教
法
人
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
関
す
る

説
明
会
」
が
、
文
化
庁
宗
務
課
の
原
克
巳
課
長
補
佐

か
ら
行
わ
れ
た
。

　
　
懇
親
会

　
午
後
六
時
か
ら
、
同
じ
京
都
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル

で
恒
例
の
新
年
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
高
井
隆
秀

会
長
、
中
村
康
隆
前
会
長
、
白
幡
憲
佑
理
事
長
が

次
々
に
挨
拶
、
つ
づ
い
て
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
、

自
民
党
組
織
広
報
本
部
長
・
亀
井
静
香
氏
か
ら
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。
亀
井
氏
は
、
特
に
「
政
教
分
離
」

の
重
要
性
に
触
れ
、
こ
れ
を
脅
か
そ
う
と
す
る
勢
力

へ
の
警
戒
を
呼
び
か
け
た
。
そ
の
後
、
新
居
祐
政
高

野
山
真
言
宗
宗
務
総
長
の
発
声
で
乾
杯
を
行
っ
た
。

　
し
ば
し
の
間
、
二
百
人
を
超
え
る
出
席
者
に
よ

る
、
和
や
か
な
懇
談
が
つ
づ
い
た
。

の野に静かに立って、天と地を指すお釈迦さまのお姿は、

見る人のこころに安らぎを与えることと思います。地域

仏教会、幼稚園・保育園などで広くご利用ください。

　◎タテ75c皿×ヨコ52cm　◎多色刷

　◎1枚100円（送料実費ご負担ください）
　◎なるべく早目にお申し込みください。間際のお申し

　　込みですと4月8日に間に合わないことがあります。

全日本仏教会花まつりポスター係
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会
　
　
長

副
会
長

理
事
長

常
務
理
事

理
　
　
事

監
　
　
事

評
議
貝

副会長に、田中日淳日蓮宗管長

　松山寛恵妙心寺派管長ら6名

白田森宮上松田高
幡丸田部田山中井
憲徳禅亮良寛日隆
佑善朗信準恵淳秀

（
真
言
宗
智
山
派
管
長
）

（
日
蓮
宗
管
長
）

（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
管
長
）

（
西
山
浄
土
宗
管
長
）

（
東
京
都
仏
教
連
合
会
会
長
）

（
大
阪
府
仏
教
会
会
長
）

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

（
浄
土
宗
）

（
評
議
貝
中
の
◎
印
）

（
評
議
貝
中
の
○
印
）

（
評
議
員
中
の
▽
印
）

◎
大
竹
明
彦

◎
佐
々
木
孝
一

○
伊
藤

　
有
田

　
洞
外

　
檀
上

　
村
松

　
佐
藤

◎
松
村

◎
北
條

　
伊
井

　
豊
原

　
桑
原
松
本

　
出
口
柱
松

◎
能
邨

英青湛隆範大智成了良了尚文恵裏
士轡龍照雄成昭之昌彦章道隆宗爾

◎
海
老
原
容
光

那
須
　
公
順

調
　
　
　
紀

（
曹
洞
宗
）

　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
（
真
宗
大
谷
派
）

　
同
　
同
　
同

欝騰麟鋸蹴識星癬羅舗灘蠣謡弼袈
羅雛騨難覆甑騒鱗鶴叢莚雛縫犠灘崇鑛真

　
　
同
　
同
　
同
　
同
（
浄
土
宗
）

　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同

（
日
蓮
宗
）

　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
（
高
野
山
真
言
宗
）

　
同
　
同
　
同
　
同
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

　
同
　
同
　
同
　
同

（
天
台
宗
）

　
同
　
同
　
同

◎
上
村

　
中
村
倉
持

　
清
雲

◎
川
田

聖俊秀義正
定元裕英剛

小
野
塚
幾
澄

　
若
槻

　
浅
井

○
安
藤

　
秋
好

　
山
口

○
吉
田
健
代
加
藤

公和英正正正侃繁
俊央哲戒隆晃雄隆

〇
五
＋
嵐
意
思

網
野
義
紘

法
田
光
順

○
長
谷
川
春
信

梨永扇流東山日川安仲桶
本井庭所日本野崎藤田屋
哲宗　法席智一口光順良
雄馬丁山哲丈勝随時和祐

五
＋
嵐
隆
明

虎
山
秀
禅

青
木
謙
整

（
真
言
宗
智
山
派
）

　
同
　
同
　
同
（
真
言
宗
豊
山
派
）

　
同
　
同
　
同
（
孝
道
教
団
）

　
同
　
同

（
和
宗
）

　
同
　
同
（
聖
観
音
宗
）

　
同
　
同
（
念
四
目
教
）

　
同
（
真
言
宗
醍
醐
派
）

（
真
宗
高
田
派
）

（
西
山
浄
土
宗
）

（
真
宗
興
正
派
）

（
黄
桀
宗
）

（
真
言
宗
胴
鳴
派
）

（
天
台
真
盛
宗
）

（
時
宗
）

（
臨
済
宗
建
長
寺
派
）

（
真
宗
仏
光
寺
派
）

（
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
）

（
臨
済
宗
南
禅
寺
派
）

（
臨
済
宗
東
福
寺
派
）
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本
会
と
ネ
パ
ー
ル
王

国
の
ル
ン
ビ
ニ
i
開
発

基
金
（
L
D
T
）
が
進

め
て
い
る
マ
ヤ
堂
修
復

事
業
の
考
古
学
調
査
が

昨
年
終
了
し
、
さ
る
二

月
四
日
、
同
国
カ
ト
マ

ン
ズ
に
お
い
て
記
者
発

表
が
行
わ
れ
た
。

　
記
者
発
表
は
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
ホ
テ
ル
を
会
場
に

百
名
の
内
外
報
道
関
係

者
を
集
め
て
、
同
国
の

デ
ウ
バ
首
相
を
は
じ
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
D
T
関
係
閣
僚
や
本
会
の
川

井
匡
俊
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
員
長
が
同
席
し
て
行
わ

れ
、
本
会
派
遣
の
考
古
学
者
・
上
坂
悟
氏
と
、
L
D
T
主

任
考
古
学
者
の
リ
ジ
ャ
ー
ル
氏
、
同
国
考
古
局
の
コ
シ
ュ

氏
の
連
名
で
、
　
「
発
掘
さ
れ
た
各
時
代
の
礼
拝
施
設
が
全

く
同
位
置
に
建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

マ
ヤ
堂
の
建
っ
て
い
た
位
置
が
最
も
神
聖
な
聖
地
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
」
旨
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
模
様
は

同
日
ネ
パ
ー
ル
国
営
テ
レ
ビ
の
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
で
放
映

さ
れ
、
六
日
に
は
国
王
が
現
地
を
視
察
す
る
な
ど
、
釈
尊

生
誕
地
の
確
定
に
国
中
が
沸
き
た
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

本
紙
で
は
次
号
以
降
に
て
詳
細
を
お
伝
え
す
る
予
定
。

・
‘
　
旨
し

　　◎　　 ○　　 ▽　　　　　　　○
和本横清紅白村山河江鷺高王佐宿立村国小園安川新松窓小小大山高高森
田間山水藤川松田野連森木　藤野森主定池野田村藤本岡林幡谷田吉野田
大孝敏義隆謙正勝亮俊了歓光沓下成康浄弘玄暎俊晋実秀慶蘭博信懸鯛昭
雅康明道宣敬隆義永則元了順手心芳瑞運三妙胤朝海道道存谷通正順豊光

（
融
通
念
仏
宗
）

（
本
門
佛
観
測
）

（
真
言
宗
善
通
寺
派
）

（
藤
本
法
華
宗
）

（
新
義
真
言
宗
）

（
臨
済
宗
円
覚
寺
派
）

（
天
台
寺
門
宗
）

（
真
宗
木
辺
派
）

（
真
言
律
宗
）

（
華
厳
宗
）

（
真
言
宗
泉
涌
寺
派
）

（
法
相
宗
）

（
聖
徳
宗
）

（
真
言
宗
須
磨
寺
派
）

（
真
言
三
宝
宗
）

（
真
言
宗
中
山
寺
派
）

（
北
海
道
仏
教
会
連
盟
）

　
同
（
青
森
県
仏
教
会
）

（
群
馬
県
仏
教
連
合
会
）

（
栃
木
県
仏
教
会
）

（
茨
城
県
仏
教
会
）

（
埼
玉
県
仏
教
会
）

　
同
（
千
葉
県
仏
教
会
）

　
同
（
東
京
都
仏
教
連
合
会
）

　
同
　
同
（
神
奈
川
県
仏
教
会
）

　
同
　
同

　○　　　　　　　　　○　 ○　　　　　　○　 ○○　 ○
弘志島川置引三貫垣市高井増牧長吉牧岩江涌建藤加海松中
中鶴田井藤澤谷名内村見回田　澤水　田川出部　納野山村
誠秀定甫令光恵日浩隆寛雄貞壁皿哲忍文辰宜龍政博浄成啓
之邦信孝宜朗三諦龍玄康二三雄静慮教有三雄憲昭司雄慶識

▽
島
田
喜
久
子

沼佐青逸上水
田藤木見村谷

智功　道映栄
秀岳新郎雄寛

（
新
潟
県
仏
教
会
）

（
福
井
県
仏
教
会
）

（
長
野
県
仏
教
会
）

（
岐
阜
県
仏
教
会
）

　
同
（
静
岡
県
仏
教
会
）

　
同
（
愛
知
県
仏
教
会
）

　
同
　
同
（
滋
賀
県
仏
教
会
）

（
京
都
仏
教
会
）

（
京
都
府
仏
教
連
合
会
）

（
大
阪
府
仏
教
会
）

　
同
（
兵
庫
県
仏
教
会
）

　
同
（
和
歌
山
県
仏
教
会
）

（
岡
山
県
仏
教
会
）

（
鳥
取
県
仏
教
連
合
会
）

（
香
川
県
仏
教
会
）

（
徳
島
県
仏
教
会
）

（
愛
媛
県
仏
教
会
）

（
高
知
県
仏
教
会
）

（
福
岡
県
仏
教
連
合
会
）

（
宮
崎
県
仏
教
連
合
会
）

（
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
）

（
全
日
本
仏
教
青
年
会
）

（
日
本
仏
教
保
育
協
会
）

（
国
際
仏
教
興
隆
協
会
）

（
仏
教
振
興
財
団
）

（
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
プ
）

（
仏
教
伝
道
協
会
）
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上
．
天
台
宗
の
法
要
に
参
列
し
た
遺
族

中
．
B
V
お
お
さ
か
の
市
民
法
要
の
仏
教

聖
歌
隊
　
下
・
神
戸
仏
教
会
館
で
行
わ
れ

た
臨
黄
合
議
所
の
合
同
法
要

“
」
　
田

’
「
　
層

’
　
＝

　
六
千
余
齢
の
尊
い
命
を
奪
い
、
幾
多
の
人
々
の
生

活
を
破
壊
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
一
年
を
経

た
今
年
一
月
、
被
災
地
を
始
め
全
国
各
地
で
い
ろ
い

ろ
な
行
事
が
行
わ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
は
特
集
を
組
ん

だ
。
仏
教
界
で
も
、
大
き
く
メ
デ
ィ
ア
に
報
じ
ら
れ

る
も
の
は
少
な
か
っ
た
が
、
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈

り
、
被
災
地
の
復
興
を
応
援
す
る
催
し
を
、
各
宗

派
・
諸
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
に
、
あ
る
い
は
超
宗
派
で

行
っ
た
。
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
生
活
に
密
着
し
た
寺

院
と
門
徒
檀
信
徒
の
関
係
を
軸
に
、
一
日
も
早
い
地

域
の
立
ち
直
り
を
目
指
す
菩
薩
行
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
仏
教
界
や
お
寺
が
、
日
ご
ろ
仏
教
と
ご
縁

の
薄
い
方
々
も
含
ん
だ
、
す
べ
て
の
人
々
の
復
興
へ

の
力
強
い
こ
こ
ろ
の
支
え
と
な
り
得
る
の
か
、
そ
の

為
に
何
か
す
る
の
か
を
問
わ
れ
て
い
る
の
も
事
実
で

あ
る
。
復
興
支
援
は
一
周
忌
で
終
わ
り
で
は
な
い
、

こ
れ
か
ら
の
一
日
一
日
の
生
活
に
溶
け
こ
ん
だ
行
い

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
震
災
の
復
興
支
援
だ
け
で
は

な
く
、
同
時
代
に
地
球
に
生
き
る
一
員
と
し
て
、
何

が
で
き
る
の
か
、
何
を
す
べ
き
か
を
、
｝
人
一
人
の

仏
教
者
が
心
に
刻
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

教
え
ち
れ
た
一
周
忌
で
あ
っ
た
。

　
「
周
忌
追
悼
法
要
（
い
ず
れ
も
一
月
）

　
臨
済
宗
黄
桀
宗
合
議
所
は
、
十
五
日
午
後
二
時
か

ら
神
戸
仏
教
会
館
（
中
央
区
）
で
、
小
倉
宗
徳
理
事

長
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
宗
務
総
長
）
を
導
師
に
合
同

一6一
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↑西本願寺神戸別院

の追悼法要にて

↑↓浄土宗の追悼法要

全国曹洞宗青年会が出仕し

須磨寺で全真言宗青年会が

咤
．
野
駆

・
P
冥
’
・

法
要
を
厳
修
。
つ
い
で
松
原
泰
道
師
が
関
東
大
震
災

の
被
災
体
験
に
も
と
つ
く
講
演
を
行
っ
た
。

天
台
宗
は
、
十
六
日
午
前
十
一
時
か
ち
兵
庫
大
仏

（
兵
庫
区
）
で
、
梅
山
圓
了
天
台
座
主
の
調
声
で
大

法
要
を
厳
修
。
杉
谷
義
純
宗
務
総
長
は
支
援
活
動
の

継
続
を
誓
っ
た
。

仏
教
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
お
さ
か
は
、
十
六
日
午
後
六

時
半
か
ら
太
融
寺
（
大
阪
市
）
で
、
仏
教
聖
歌
隊
を

中
心
と
し
た
追
悼
市
民
法
要
と
、
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
名
誉
大
使
の
中
田
武
仁
氏
の
講
演
を
行
っ
た
。

全
日
本
仏
教
青
年
会
と
（
社
）
神
戸
冑
年
仏
教
徒
会

は
神
戸
市
仏
教
連
合
会
、
各
宗
派
青
年
会
・
府
県
仏

教
青
年
会
な
ど
の
協
力
と
、
全
日
本
仏
教
会
ほ
か
の

後
援
を
得
て
、
十
七
日
目
二
五
時
四
十
六
分
か
ら
神

戸
市
内
各
所
を
七
コ
ー
ス
に
分
け
て
、
全
国
仏
教
徒

慰
霊
行
脚
・
神
戸
結
集
を
行
っ
た
。
僧
侶
・
仏
教
系

大
学
の
学
生
・
一
般
市
民
ち
七
百
名
が
参
加
し
、
真

光
寺
（
兵
庫
区
）
に
参
集
し
て
、
時
宗
の
踊
り
念
仏

の
後
、
十
時
半
よ
り
法
要
を
行
っ
た
。

日
蓮
宗
は
、
十
七
日
午
前
中
か
ら
身
延
山
や
青
年
会

に
よ
る
被
災
地
の
唱
題
行
脚
を
行
い
、
午
後
一
時
半

か
ら
市
立
中
央
体
育
館
（
中
央
区
）
で
、
忌
引
正
寛

宗
務
総
長
を
導
師
に
慰
霊
法
要
を
厳
修
。

全
国
曹
洞
宗
青
年
会
は
、
十
七
日
午
後
一
時
半
か
ら

菅
原
商
店
街
（
長
田
区
）
で
、
地
区
住
民
と
曹
洞
宗

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
に
よ
り
行
わ
れ
た
御
管
地
区

犠
牲
者
一
周
忌
追
悼
式
に
出
仕
し
た
。
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↑
↑
夜
明
け
前
の
神
戸
市
内

’
に
結
集
し
行
脚
す
る
人
々

一
九
九
六
年
三
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
、

全
真
言
宗
青
年
連
盟
は
、
十
七
日
午
後
一
時
半
か
ら

ひ
よ
ど
り
墓
園
（
兵
庫
区
）
で
慰
霊
法
要
を
行
い
、

午
後
五
時
か
ら
須
磨
寺
（
須
磨
区
）
で
送
り
火
法
要

と
ぜ
ん
ざ
い
の
炊
き
出
し
を
行
っ
た
。

解
放
と
連
帯
の
真
宗
は
、
十
七
日
に
正
理
寺
（
兵
庫

区
）
で
法
要
を
営
ん
だ
。

浄
土
宗
は
、
十
四
～
十
七
日
に
か
け
青
年
会
が
知
恩

院
か
ら
神
戸
ま
で
念
仏
行
脚
し
、
十
九
日
に
は
神
戸

文
化
ホ
ー
ル
で
、
中
村
康
隆
浄
土
門
主
を
導
師
に
一

周
忌
法
要
を
行
っ
た
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
は
、
二
十
日
午
後
一
時
半
か

ら
、
神
戸
別
院
に
お
い
て
総
追
悼
法
要
を
営
ん
だ
。

　
　
　
　
◎
　
　
　
●
　
　
　
◎

　
こ
の
ほ
か
、
各
宗
各
本
平
等
に
お
い
て
一
周
忌
の

追
悼
法
要
や
慰
霊
の
行
事
が
行
わ
れ
た
。

発
行
人
白
幡
憲
甲

所
　
　
団
、

日

　　

?
｣
勤
務
｛
局
儲
録
．
募
≦

　
　
　
1
一
月
一

　
　
入
日
　
局
内
会
議

　
十
一
日
　
法
律
相
談
室

　
十
六
日
　
宗
教
法
人
法
説
明
会
出
席

　
十
入
日
　
自
民
党
大
会
出
席

　
十
九
日
　
文
化
庁
勉
強
会
出
席

二
十
二
日
　
　
「
日
宗
連
」
理
事
会

二
十
四
日
　
局
内
会
議

二
十
五
日
　
埼
玉
県
仏
教
会
新
年
会
出
席

　
三
十
日
　
評
議
員
会
・
理
事
会
・
新
年
懇
親
会

　
　
　
一
二
　
月
一

　
　
六
日
　
　
「
日
医
連
」
理
事
会

　
　
入
日
　
同
和
推
進
担
当
者
連
絡
会

　
　
　
　
　
法
律
相
談
室

　
十
三
日
頃
局
内
会
議

二
十
二
日
　
法
律
相
談
室

二
十
六
日
　
局
内
会
議

　
工
藤
道
夫
師

　
一
月
二
十
二
日
、
六
十
入
歳
で
死
去

　
岩
手
県
仏
教
会
会
長

　
田
辺
哲
崖
師
（
元
全
仏
理
事
長
）

　
一
月
二
十
七
日
、
九
十
三
歳
で
死
去

　
元
曹
洞
宗
宗
務
総
長

ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
一
〇
五
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四

一
‘
コ
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